
２０２２年１月２７日 

米州開発銀行が発行する「サステナブル・ディベロップメント・ボンド」への投資について

～人権、ジェンダー平等推進に向けた取組支援～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、米州開発銀行（以下、「ⅠＤＢ」）   

が発行する「サステナブル・ディベロップメント・ボンド」に１８０百万豪ドル（約１５０億円）

の投資を決定しましたので、お知らせします。 

本債券はＩＤＢが「人権、ジェンダー平等」をテーマとして初めて発行するサステナブル・   

ディベロップメント・ボンドとして、起債プロセスに機関投資家とのエンゲージメント（注１）を

導入した国内初のＥＳＧ私募債となります。 

当社は、ＩＤＢとのエンゲージメントを企図し、ＩＤＢの戦略的優先分野の一つである

「ジェンダー平等と多様性」をテーマとした面談を本投資に先駆けて２０２１年１２月に

実施しました。その結果をふまえ、特に発行体による本テーマに関する定量的な目標設定、

過去の達成状況、開示手法等に関する評価を行ない、投資を決定しました。 

本債券によって調達された資金は、「ジェンダー平等と多様性」を実現するための経済的

不平等の削減や女性活躍推進を企図したプロジェクトをはじめ、ＩＤＢが展開する加盟諸国

の経済・社会発展のためのプロジェクトに充当される予定です。 

当社は、生命保険会社としての事業とステークホルダーへの影響度との関連性の観点から、 

「ダイバーシティの推進」を優先課題（マテリアリティ）の一つに設定しております。    

グローバルにダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン（ＤＥ＆Ｉ）へのいっそうの 

貢献が求められているなか、本投資を通じ、グローバルな視点での人権、ジェンダー平等の実現

に貢献していきます。 

引き続き、「ＥＳＧ投融資方針」（注２）に則り、ＥＳＧ投融資を通じて、持続可能な社会の実現

に貢献する資産運用を行なっていきます。 

【本債券の概要】 

発行体 米州開発銀行（ＩＤＢ） 

発行体概要 ・中南米・カリブ（ＬＡＣ）加盟諸国の経済・社会発展に貢献する

ことを目的として１９５９年に設立。現在の加盟国は４８ヵ国で、

日本は１９７６年にアジアからの唯一の加盟国としてほかの

域外国とともに加盟 

・ＩＤＢの活動を補完しＬＡＣ加盟諸国の民間企業に対する

投融資を行なう米州投資公社（ＩＤＢＩｎｖｅｓｔ）、民間投資

を促進するため技術協力や零細・中小企業育成等を行なうため

設立された多数国間投資基金（ＩＤＢＬａｂ）と合わせて米州開発

銀行グループを展開 

債券の発行・購入額 １８０百万豪ドル（約１５０億円） 



資金使途 ＬＡＣ加盟諸国における人権、ジェンダー平等推進 

  

 

 

 

 

払込期日 ２０２２年２月４日 

償還期限 ２０３２年２月４日 

対応する SDGs 目標       

（注１）エンゲージメントとは、投資家と投資先が意見交換を通じ相互理解を図ることで、ＥＳＧ課題等を

改善し、その情報開示の向上を目指すものであり、重要性は年々高まっています 

（注２）２０２０年５月２２日付ニュースリリース「ＥＳＧ投融資方針の公表について」 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2020/pdf/20200522_05.pdf 
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